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クワの採首法には種々あるが,品種および気象条件等に

よって難易があるため一概にその良否は判定できない。し

かし,優良な苗木が容易に多量r_生産できる採苗法が望ま

[:[[i]tli[::[i:[]]を[ill:li
良すぶせ法挙が開発された。
著者らは,枝条を細かく裁断して 2芽着生の枝条細片を

回場にばらまいて直接密植桑園を造成する方法を開発した

が,その予備試験として枝条を上中に埋没させた場合,出

言斑Iギ量[:警彙菫菫λ亀彙笹甦よ暑集菫理言tTI逸
用できるものと考え,こ こに詳細を報告する。

: 材料および方法

1961年は前年春切後伸長した剣持枝条を3月上旬採取し,

約 5℃ の冷蔵庫に貯蔵 し, 6月 14日 出庫して枝条下半部か

ら20,30.50物 の穂を調製し,パ ラフィン塗布と覆上の厚

さを組合せた伏込区と露地さし木区を設定し(表 1),1,
2カ 月後の発芽数,落葉後の成苗調査を行った。1962年は,

剣持と改良鼠返の春切枝条を前年同様採取貯蔵 し, 4月 24

日出庫して枝条下半部から20"お よび30σ2の穂を調製し,

さし木および土中に伏込んだ。対照区は前年と同様の方法

表 1 採 苗 試 験 成 績 (1961)

により露地さし木を行い,伏込区は20お よび3002の穂をそ

れぞれ覆± 1∽と2のとに分け 4試験区設定して,それぞ

れ100本 の穂を供試した (表 2)。 なおいずれの場合も稲

わらをうすく被覆した。

2 結果および 考察

1961年剣持を用いて行った試験結果は表 1に示すとおり

である。すなわち, 1カ 月後における発芽率 (発芽数/供

試穂数X100)は 1区が 100%以 上でもつともよく,次い

でさし木された13,14区の 100%であった。また, 5の覆

土されたものより2‐覆上の方が良好でバラフィン塗布の

効果は認められなかつた。 2カ 月後における発芽率は,1,

5, 6お よび10区がいずれも100%以上で, 特に 5区は

157%であった。また, 2カ 月後でも覆土は 2‐が良好で

5"は不良であつた。一方,さ し木区は約89%で比較的良

好であった。落葉期における活着率は,さ し木された13,

14区がもつともよく, 88, 8,%を 示したが,伏込区は良

好なものでも80%であった。なお,伏込区の中では穂の長

さ30ο夕,覆± 2●/7が もっとも良好であった。成苗割合 (成

苗数/供試穂数X100)は , 5, 6,10区 が特に良好で 5

区は 127%を示した。しかし, 5の覆土区はいずれも不良

であった。さし木区は活着率と同率の88,89%であつた。

成苗の枝条長は試験区間に大きな違いはなく重量において
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表 2 採苗試験 成績 (1962)
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も同様であつた。

1962年は改良鼠返および剣持の商品種を用い,それぞれ

5試験区を設定し比較検討した。その結果は表 2に示すと

おりである。すなわち,伏込んた穂の長さ(20,30")お

よび覆土の厚さ(l οZ, 2の )の違いは全くみられなかつ

たが,さ し木区と伏込区とでは大きな違いをみせ,後者が

極めて良好であつた。改良自:"の 1カ 月後の発芽生育本数

はさし木区がもつともよく, 2カ 月後ではその差はかなり

縮まり,落葉期における成吉本数では逆に伏込区がまさつ

た。また,苗長においてもさし木区の 2倍に達した。剣持

では 1, 2カ 月後の発芽数は伏込区がまさり,かつ獅檎も

長かつた。成苗割合は,さ し木区51%に対して伏込区は
'5

～ 106%で苗木も大きいものが多かつた。

クワにおいては簡易でしかも大量に生産される採百法が

最近特に要望されるようになつてきた。本試験は,ク フ枝

を細かく裁断して圃場にはらまき,直接速成密植桑園を造

成する「種茎直播法 J開発のための予備試験として行われ

たものであるが,採苗法としても優れているため,その詳

細を報告し参考に供しようとするものである。

本法は古く考案された「すぶせ法 Jに類似するが,異な

るのは穂全体を横に伏せ均等に覆土する点である。したが

って覆上が多いと穂の周辺は低温となり,かつ病害虫等の

影響も加わつて出芽に支障を来すため浅く(約 202)す る

必要がある。また,その上面に稲わらを敷くことにより乾

燥がある程度防止できる。なお, 1本 の穂から2本以上の

百木が生産される特長があるが,一定以上に穂が長くなる

と活着率は向上するが生産苗木数は必ずしも多くならない。

そのうえ,掘取後の吉木切離し等の労力を多く要する。ま

た,“磁未満の苗木が 20～ 30%生産されたが,これらは

密植桑園造成用として利用できよう。

いずれにしても,ボ ツフイルム等の資材も使用せず露地

に穂を伏込み,稲わらで被覆する簡易な方法で良結果を得

たことは,苗木の生産に好資料を提供するといえよう。

3 む  す  び

速威密植桑園造成のための「 種茎直播法 Jを開発する日

的でその予備試験として行つた土中への枝条伏込みが苗木

生産としても利活用できることを知つた。この方法l■ ,枝

条を約31 οZに切断し,回場に伏込み,約 2磁の覆土を行い

稲わらを被覆する簡易なものである。
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